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謹啓

2017年8月25日に台北世界貿易センター1号館にて開幕した第3回Touch The Japanは、お蔭様
にて日台の多くの団体そして出展者様のご支援を得て、昨年に続き大盛況の中、大型LEDスク
リーンとコンサート使用のメインステージを有する台湾唯一最大の日本観光文化展として、8月28
日に閉幕をいたしました。

会場を大いに盛り上げた一般社団法人日本ご当地キャラクター協会とのコラボによる20体以上
のご当地キャラクター達の生参加とパフォーマンスそして出展社数77社、出展小間数１４８小間、
メインステージ出演グループ数59団体（4日間合計）の活動により、4日間合計256,673人の途切
れることのない来場者を迎える事が出来ました。この場をお借りしてご後援、ご協力を頂きました
皆様、そしてご出展者の皆様、さらにステージ出演の皆様に厚く御礼申し上げます。

東北大震災から3周年を迎えた2015年に、台湾の国花である梅の花と日本の桜の花の合体をデ
ザインしたマークの下、台北市花博公園「総艶館」にて＜ありがとう、台湾。あなたの触れたい日
本がきっと見つかる。＞をテーマに、台湾で初めての単独日本観光文化展第1回Touch The 
Japanを開催させて頂いてから早いもので3年が経ちました。

第1回の来場者数は4万人強、第2回は会場を台北世界貿易センター1号館に移して、第1回台
湾夏季旅展（STE）と同時開催をし、来場者数は25万人となりました。第3回はタイワン最大の旅
行代理店協会である台北旅行商業同業公會主催の第5回台湾国際旅游展（TITE）との同時開催
となり、より大規模な日本単独観光文化展へと成長いたしました。

これも来場者そしてメディアを通して見て頂いた台湾の皆様からのTouch The Japan観光文化展
のコンセプト、テーマ、コンテンツ、出展者への高い評価と支持の賜物であると考える次第です。

又、8月25日初日に会場2階の大会議室で実施いたしました講演会では＜台日観光交流1千万人
時代は来るか？＞のテーマで、ご多忙の中、台北旅行商業同業公會呉理事長、チャイナエアラ
イン客運管業部姜副理、そして一般社団法人日本インバウンド連合会の中村理事長にご講演を
頂きました。特に呉理事長、姜副理のデータをベースにしたお話は刮目の価値があり、台湾の観
光産業界の皆様が如何に明確な市場分析により対日観光戦略を構築推進されているかが良く
わかりました。又、中村理事長のお話は、ご許可を得てご講演の全文の翻訳を公式サイト:
touchthejapan.jpに掲載させて頂いております。どうぞご一読の上、これからの台湾インバウンド
戦略の立案と推進にお役立て下さい。

最後になりましたが、日台観光交流1千万人の実現を目指して、2018年度もさらに大規模な構成
での第4回Touch The Japan観光文化展を開催いたします。近々に、その詳細を発表し、出展者
そして出演者のお申込み受付を開始いたします。どうぞご期待下さい。

謹白

2017年9月吉日

一般社団法人国際観光文化推進機構（ITCO）理事長
Touch The Japan実行委員会委員長
安藤俊介
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名 称

会 期

会 場

開 場 時 間

主 催

後 援

協 力

入 場 料

2017 年第3回 Touch The Japan ～同時開催２０１7台湾国際旅遊展～

2017年8月25日(金)～28日(月)

台北世界貿易センター１号館Cエリア（屋内5,600㎡）

10:00～18:00

一般社団法人国際観光文化推進機構（ITCO）

《日本》

公益財団法人日本台湾交流協会、一般社団法人日本経済団体連合会、

公益財団法人大阪観光局、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会(全旅連)、

一般社団法人日本温泉協会、特定非営利活動法人日本PFI・PPP協会、

北海道旅客鉄道株式会社、東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、

四国鉄道株式会社、九州旅客鉄道株式会社 （順不同）

《台湾》

台北市旅行商業同業公會、上聯國展覧有限公司、中華民國温泉観光協會、台

湾國際郵輪協會、台湾日本人会、台北市日本工商会（順不同）

《日本》

一般社団法人日本ご当地キャラクター協会、一般社団法人アニメツーリ

ズム協会

《台湾》

中華航空（チャイナエアライン）

一 般 券：１５０元（大人、軍人＆警察の方）

優 待 券：１００元（身長１２０cm以上の学生、障害者手帳をお持ちの方）

サービス券：１００元（６５歳以上の方）

注１：会場内は１２歳以下或いは身長１５０cm以下の子供は入場不可。

注２：ペット同伴不可。

実施概要



入場者数
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【8/25(金)：晴れ 35/27℃】

合計：53,508人

【8/26(土)：晴れ 35/29℃】

合計：67,563人

【8/27(日)：晴れ 35/26℃】

合計：77,380人

【8/28(月)：晴れ 35/27℃】

合計：58,249
人

会期合計：256,673人
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ポスター／会場配布チラシ
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会場内看板・バナー

■バナー（姫路） ■のぼり（ＴＴＪ単独）■バナー（TTJ単独）

■TTJゲート
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広告 ＜テレビＣＭ／新聞＞

■規格：10秒 放送日程8/19(土)-8/27(日)

■Upaper_50.7x14.2cm 日程8/24(木)

■ Upaper_50.7x14.2cm 日程8/25(金)
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広告 ＜EDM＞
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出展者一覧

N o.

B 1-B 6

B 7-B 10

B 11

C１

C3

C 2

D 1

D 2

D 3

D 4

D 5-D 6

D 7、D9

D 8

D 10

D 25

E3-5

E14-E15

E16

E17-E18

E19-E22

E23

E26

F1-F2

宮城県

株式会社visit東北

秋田県

株式会社デイリーインフォメーション 

北海道観光推進機構

株式会社北海道宝島旅行社

Ｊｅａｎｉｓｔ（日本ジーンズ協議会）

長野県庁

アルピコホールディングス株式会社

須高ケーブルテレビ株式会社

東急ステイサービス株式会社

DoM o株式会社

東和航空輸送株式会社

株式会社プリンスホテル

美しい伊豆創造センター

株式会社西美濃広域観光推進協議会（岐阜県大垣市）

岐阜県

D11-D 20 株式会社ドン・キホーテ＆little A KIB A

東武鉄道

愛知県

愛知県商工会連合会E1-2、E7-12

N PO法人エンド・ゴール

三重交通グループボールディングス株式会社

映画「デンサン」実行委員会

企業名または団体名

近畿日本ツーリスト株式会社

N o.

F3-F4

F5

F6

F8

F9-F12

F13

F14

F15-F16

F17

F18

F19

F20-F21

F22-F25

G 1

G 2

I1-I21

愛媛県

大阪観光局

積水ハウス梅田オペレーション株式会社

企業名または団体名

有限会社沖縄長生薬草本社

沖縄県保健食品開発協同組合

（一社）日本ご当地キャラクター協会

近鉄グループホールディングス株式会社 台北支社

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー

大関株式会社

株式会社倉敷国際ホテル

株式会社美十

朝来市

大和リゾート株式会社

海の京都観光推進協議会

西日本旅客鉄道株式会社

株式会社和空
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台北世界貿易センター１号館会場全体図
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ステージプログラム
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ステージプログラム
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ステージプログラム
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ステージプログラム
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第5回台湾国際旅遊展（TITE）＆第3回Touch The Japan（TTJ）合同オープニングセレモニー

■オープニングテープカットセレモニー
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合同オープニングセレモニー

日時 ： ８月２５日(金)１０：4０
場所 ： １３番ゲート前

交通部觀光局 副局⻑
張錫聰

■ご来賓によるご挨拶

■オープニングパフォーマンス
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鏡開きにご登壇いただいたVIPの皆様（※順不同）

台北市旅行商業同業公會 理事長 呉志健
中華民國旅行業品質保障協會 理事長 許晉睿
上聯國際展覽有限公司 總經理 時醒華
台南市旅行商業同業公會 理事長 蘇榮堯
台北市旅館商業同業公會 理事長 邱樂芬
台北市旅行商業同業公會 監事會主席 李隆豐
中華民國觀光產業理事長交流境會 理事長 蘇乾
亮
中華民國歡光領隊協會 理事長 張榮坤
燦星旅行社 營運長 林恭慶
中華民國旅行業經理人協會 副理事長 徐美蘭

愛知県 知事 大村秀章
愛知県観光協会 会長 山本 亜土
愛知県商工連合会 会長 森田哲夫
公益財団法人日本台湾交流協会 経済部主任 中杉 元
大関株式会社 大関株式会社 長部訓子
東順興貿易服份有限公司 董事長 謝豐享
一般社団法人国際観光推進機構 理事長 安藤俊介

日時 ： ８月２５日(金)１1：００
場所 ： TTJメインステージ

第3回Touch The Japanメインステージ単独オープニングセレモニー 〜鏡開
き〜
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単独オープニングセレモニー 〜鏡開き〜



B１̶6 株式会社デイリーインフォメーション

C1・C３ 宮城家／株式会社Visit東北

B７－１１ 北海道庁

出展社ブース記録写真

B７－１１ 株式会社北海道宝島旅⾏社

19



C２ 秋⽥県

D２ DｏＭｏ株式会社

D１ 東急ステーションサービス株式会社

Ｄ５・６ Jeanist

Ｄ４ 株式会社プリンスホテル

出展社ブース記録写真

20



D７・９ ⻑野県庁 D８ アルピコホールディングス株式会社

D10 須鷹ケーブルテレビ株式会社 D25 東部鉄道

E１６ 株式会社⻄美濃広域観光推進協議会E１７・１８ 岐⾩県

出展社ブース記録写真

21



D11－２０ little AKIBA＆ドン・キホーテグループ

E１４・１５ 美しい伊⾖創造センター

出展社ブース記録写真

22



E３－５ 愛知県

E１・２ E７－１２ 愛知県商⼯会連合会

E１９－２２ NPO法⼈ エンドゴール 知多娘。

出展社ブース記録写真

23



E23・F１９ 三重交通グループ・近鉄グループ

E２６ 映画「デンサン」実⾏委員会 F３・４ 愛媛県

F５・６ ⼤阪観光局・積⽔ハウスオペレーション株式会社 F８ ⼤和リゾート株式会社

出展社ブース記録写真

24



F９－１２ 海の京都観光推進協議会 F１３ ⻄⽇本旅客鉄道株式会社

F１４ 株式会社和空 F１７ 株式会社美⼗

F18 朝来市 F２０－２１ 公益財団法⼈ 姫路観光コンベンションビューロー

出展社ブース記録写真

25



F２２－２５ ⼤関株式会社

G１・２ 沖縄県保健⾷品開発協同組合・有限会社沖縄⻑⽣薬草本社

Ｉ１－２１ ⽇本ご当地キャラクタ⼤ギャラリー

出展社ブース記録写真

26



Ｉ１－２１ ⽇本ご当地キャラクタ⼤ギャラリー

出展社ブース記録写真

27
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商談会＆講演会＆交流会 概要

日 時：８月25日（金）

会 場：台北世界貿易センター ２階

商談会（特別大会議室４・５）

講演会（特別大会議室３）

交流会（特別大会議室１）

主 催：一般社団法人国際観光文化推進機構（ITCO）

後 援：台北市旅行商業同業公會

協 力：週刊旅奇

●進行スケジュール

２０１７年８月２５日（金）

１３：００ 商談会 開場

１７：００ 商談会 閉会

１７：００ セミナー 開場

１９：００ セミナー 閉会／交流会 主催者／ご来賓挨拶

１９：３５ 懇親会＆パーティ

２１：００ 閉会

TTJ商談会

商談会
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ステージにご登壇いただいた皆様（順不同）
台北市旅行商業同業公會 理事長 呉志健
台北市旅行商業同業公會 監事會主席 李隆豐
台北市旅行商業同業公會 副理事長 丁萊

台北市旅行商業同業公會 常務理事 駱炫宏
中華航空 副理 姜紀中

愛知県知事 大村秀章
愛知県観光協会 会長 山本 亜土
愛知県商工連合会 会長 森田哲夫

公益財団法人日本台湾交流協会 経済部主任 中杉 元
大関株式会社 代表取締役社長 長部訓子

東順興貿易服份有限公司 副総経理 廖祿廷
ＩＴＣＯ 理事長 安藤俊介

講演会

株式会社インバウンドソリューションズ
代表取締役社長 中村 好明

台灣國際郵輪協會理事長 吳勛豐

交流会

TTJ講演会＆交流会

中華航空 副総経理 姜紀中

一般社団法人国際観光文化推進機構 理事長 安藤俊介
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TTJ商談会＆交流会 台湾側参加社リスト

＜商談会＞
企業名または団体名 役職 氏名

中国航空　CHIN A AIRLIN ES Sales D epartm ent Taipei B ranch O ffice C hiang Antony

日本台湾交流協会　Japan-Taiw an Exchange Association
Taipei O ffice C hief,
Tourism  Exchange U nit D irector,

中杉　元
NAKASU G I H AJIM E

勝美旅行社（A best international tourist co.） CH U N  LEE YU
勝美旅行社（A best international tourist co.） HU AN G  LI H U A
悦群綜合旅行旅行社股份有限公司
（BLISSFU L TRAVEL SERVIC E C O ., LTD .）

村上　律子
M URAKAM I RITSU KO

京城天下旅行社有限公司
（CASTLE IN TERN ATIO N AL TRAVEL SERVIC E C O ., LTD .）

LAI EVA

富騰旅行社股份有限公司（Futon Travel Service C o., Ltd.） Danes
富騰旅行社股份有限公司（Futon Travel Service C o., Ltd.） General M anager H su John
富騰旅行社股份有限公司（Futon Travel Service C o., Ltd.） Sales M anager Tung Angel
環宇國際旅行社股份有限公司（Huan Yu G roup H olding C o., Ltd.） Director 胡　Hu C huan
佳邦國際旅行社股份有限公司
（JIA-B AN G  IN TERN ATIO N AL TRAVEL SERVIC E C O ., LTD）

M anager 美玲Chiu C arol

傑森全球整合行股份有限公司（JW I M ARKETIN G  C O ., LTD .） Assistant Supervisor Japan B usiness D ept. C hang Anna
傑森全球整合行股份有限公司（JW I M ARKETIN G  C O ., LTD .） M arketing Planning & Sales Japan B usiness D ept. C hiu Am y
傑森全球整合行股份有限公司（JW I M ARKETIN G  C O ., LTD .） M arketing Planning & Sales Japan B usiness D ept. W u Jessy
首安旅行社股份有限公司（LEAD ER TRAVEL SERVIC E C O ., LTD .） President 仲　偉芝　Joanna
名鐵観光（M EITETSU  W O RLD  TRAVEL, IN C .） Sales Leader 佐藤　創紀　SATO  SO KI
P.G .M . IN TERN ATIO N AL TRAVEL SERVIC E C O ., LTD . 林　聖Ben
太平洋旅行社（PAC IFIC  TRAVEL SERVIC E） Sales D epartm ent 陳　CH EN  H U N G  H AN
太平洋旅行社（PAC IFIC  TRAVEL SERVIC E） Sales D epartm ent 江　Chiang Sandy
理想旅運集専（Perfect Travel G roup） General M anager Lee N ick
旅奇廣告有限公司（Rich Advertising C orporation） International M arketing D ept.Planning Editor Tsai Sum m er
新鋭旅行社(SEN  TRAVEL) C hang M ars
新鋭旅行社(SEN  TRAVEL) Executive V.P. Lo Robin
台北市旅行商業同業公會
（TAIPEI ASSO C IATIO N  O F TRAVEL AG EN TS）

Director Anita

台北總公司（TAIPEI SC O PE TRAVEL SERVIC E） Assistant to G eneral M anager C heng Peter
冠鈞旅行社有限公司（TO P & B EST TRAVEL SERVIC E C O ., LTD .） 何　麗華　Ho Lily
趣肥旅行社股份有限公司（Tripbaa Inc.） M arketing Assistant W ang Yilin
明邦旅行社股份有限公司（UNIVERSAL EXPRESS C O ., LTD .） W ang C hing-Lung
香港商維酷公共關係諮詢國際股份有限公司
（Vector G roup International Lim ited (Taiw an)

Yasuhiro Kubota

株式会社運通世界旅行社 日本手配 主任 林 逸治
凱越旅行社 金 可欣
大昌旅行社有限公司 蔡 靜宜
日中商務株式会社 駐台營業部所長 羅暐捷 
Ｆａｒｅｎｅｒ．Ｃｏｍ Developer M anager W EN G  M IN W EI
一路發旅行社股份有限公司 董事長 孫 惠珊
一路發旅行社股份有限公司 總經理 新北市淡水區大庄里 第2鄰鄰長 曾 垂湘
中華民國觀光導遊協會 專業導遊 蘇 安邦
京城天下旅行社有限公司 東北亞部協理 陳 佩芳
伊利創意設計有限公司 賴 韋如
冠鈞旅行社有限公司 王 世昌
凱越旅行社 李 淑貞
凱越旅行社 翁 詩芳
凱越旅行社 聞 家霈
凱越旅行社 詹 芸姍 
凱越旅行社 鄭 安惠
凱越旅行社 鄭 祥志
凱越旅行社 陳 秀絹
凱越旅行社 陳 美美
凱越旅行社 副總經理 駱簡 豪
凱越旅行社 黃 彗棻 
凱越旅行社 副理 黄 活能
名生旅行社股份有限公司 日本線手配助理 李 欣玶

大地假期旅行社有限公司 呉 尚洋
悅群綜合旅行社股份有限公司 陳 君育
淘寶國際旅行社有限公司 副總經理 王 品喬
淘寶國際旅行社有限公司 業務專員 蔡 宜靜
百聖旅行社有限公司 董事長特助 黄 淳鈺
皇翔國際旅行社有限公司 O peration M anager 劉 巧雯 
芸姗旅行社有限公司 副總經理 林 苡辰
行邦旅行社股份有限公司 日本滞在担当 廖 姿菱
行邦旅行社股份有限公司 台北分公司 王 亭皓
趣吧旅行社股份有限公司 行銷總監 孫 家琳
達新旅行社股份有限公司 經理 林 淑雲
達新旅行社股份有限公司 董事長 章 作人
金寶國際旅行社有限公司 林 詩雯 
金寶國際旅行社有限公司 經理 葉 玫鈞 
金廈旅行社(股)公司 線控助理 周 怡君
風雅旅行社股份有限公司 協理 陳 冠宇
風雅旅行社股份有限公司 總經理 黄 楷機
飛帆旅行社股份有限公司 開發部 協理 陳 素萍
香港商維酷公共關係諮詢國際股份有限公司 台灣分公司 資深經理 潘 欣彤 
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企業名または団体名 役職 氏名
亞森旅行社股份有限公司（Asian Travel Service C o., LTD .） Asian D epartm ent Planner 蔡　芳美　Tsai Susan
D on Q uijote C o., Ltd. Inbound B usiness Advisor D ing Yu Shan
富茂旅行社股份有限公司（FO M O RE TRAVEL SERVIC E C O ., LTD .） Danes
全威旅行社股份有限公司（GO LD EN  W AY TRAVEL SERVIC E C O .） PRESID EN T 陳　子文　Chen Tzu W en
環宇国際旅行社股份有限公司（Huan Yu G roup H olding C o., Ltd.） Director H u C huan
力圓旅行社股份有限公司（J & S TRAVEL C O ., LTD .） Hu C indy
KU C H IN G  TRAVEL SERVIC E C O ., LTD . M arketing M anager 黄 台安　SIM O N
RO U N D W O RLD  TRAVEL SERVIC E C O ., LTD Vice G M D enise
RO U N D W O RLD  TRAVEL SERVIC E C O ., LTD G M D u O llier
世大國際旅行社股份有限公司（STAR International Express C o., Ltd.） Chairm an 郭　鴻洋　Kuo H ong-Yang
台北市旅行商業同業公會（TAIPEI ASSO C IATIO N  O F TRAVEL AG EN TS） President 郭　国郎　Kuo K.
台北市旅行商業同業公會（TAIPEI ASSO C IATIO N  O F TRAVEL AG EN TS） Director 張　莉梅　M ei
佳能旅行社股份有限公司（Thom asland Travel Service C O ., LTD .） 林 剛毅
明邦旅行社股份有限公司（UNIVERSAL EXPRESS C O ., LTD .） M AN AG ER W ang Jin-Lung
萬昌明邦旅行社股份有限公司（VAN G U ARD  TRAVEL SERVIC E C O ., LTD） King Em ily
萬昌明邦旅行社股份有限公司（VAN G U ARD  TRAVEL SERVIC E C O ., LTD） M anager Liao Tina P. J.
亞森旅行社股份有限公司 劉 忠孝
亞森旅行社股份有限公司 亞洲部 線控 余 家慧
佳能旅行社股份有限公司 張 峰誠
冠鈞旅行社有限公司 王 世昌
力圓旅行社有限公司 駐印尼代表 何 立心
力圓旅行社有限公司 總經理 張 健
古晉旅行社有限公司 林 銘義
台塑旅行社股份有限公司 鄧 秀蘋
國際獅子會300A1區 第四專區主席 R.4 C . 黄 勇富
天南旅行社 總經理 陳 瑞宗
文祥旅行社有限公司 副理 黄 忠建
榮泰旅行社 總經理 郭 國雄
淘寶國際旅行社有限公司 副總經理 王 品喬
百聖旅行社有限公司 董事長特助 黄 淳鈺
福神旅行社有限公司 毛 婉芝
福神旅行社有限公司 總經理 賴 如玉
禮達旅行社有限公司 業務 藍 心妤
達新旅行社股份有限公司 經理 林 淑雲
達新旅行社股份有限公司 董事長 章 作人
金寶國際旅行社有限公司 董事 袁 德珩 
風雅旅行社股份有限公司 總經理 黄 楷機
飛帆旅行社股份有限公司 開發部 協理 陳 素萍
香港商維酷公共關係諮詢國際股份有限公司 台灣分公司 營業部總監 久保田 泰弘
香港商維酷公共關係諮詢國際股份有限公司 台灣分公司 資深經理 潘 欣彤
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台北旅行商業同業公會理事長 吳志健
2017第3回Touch The Japan講演会原稿（日本語全訳）

日時：2017年8月25日 17：00～17：30
会場：台北世界貿易センター1号館2階大会議室

日本各地からお越しくださった地域行政、観光会者、同業の皆様方、メディアの皆様方、本日ご臨
席をいただき誠にありがとうございます。

台湾は観光旅行開放以来、出国者数が年々成長しております。この機会にいくつかの情報を皆様
と共有させて頂きたく存じます。

2016年台湾出国者数は累計1458万人を超えました。2016年1-7月の出国者数は865万人；2017年
1-7月出国者数は923万人であり、6.68%増となりました。

また、2016年台湾入国者数は累計1069万人でした。2016年1-7月の入国者数は628万人で、2017
年は中国訪台旅行者減少のため、1-7月の入国者数は595万人となり、5.42%減少しました。

2016年台湾訪日観光者数は累計429万人であり、台湾出国者数の30%近くも占めております。つまり
出国者の10人のうち3人の目的地は日本です。2016年1-7月の訪日台湾人は累計263万人であり、今
年2017年1-7月の訪日台湾人は累計277万人で、前年度と比べて4.96%増となりました。

また、2016年の日本人訪台者数は累計189万人で、2016年1-7月の日本人訪台旅行者数は101万
人で、2017年1-7月の日本人訪台旅行者数は102万人で、0.76%増となりました。

旅行業者数に関してですが、2017年現在、台湾の旅行業者は支社を含めて合計3828社があります。
台湾の旅行業社は３種類に分けられています：
綜合旅行社は601社，2.甲種旅行社は2977社，3.乙種旅行社は250社。その
中、台北市の旅行業者数は合計1467社があり、全国の40%を占めています。総合旅行者は167社、甲
種旅行者は1288社、乙種旅行社は12社です。

残念ながら、旅行業社の種類分配は予期していた通りになっておらず、効果と利益は目標に達してお
りませんでした！（このデータの分析はまた今度お話いたします。）

台湾旅行業社の業務形態は大きく分けて4つあります：
1．出国旅行：長距離フライト(飛行時間6時間以上)のアメリカ、カナダ、中南米、ヨーロッパ、ロシア、
中央アジア、ニュージーランド、オーストラリアなど。短距離フライトは東南アジア、東北アジア、中国な
ど。また、こちらはB TO BとB TO Cの２つ形があります。
2．入国旅行：中国、日本、韓国、欧米、シンガポール、マレーシア、そして新南進政策の中で目覚まし
い成長があったベトナム、タイ、フィリピンからの業務である。単一路線(一つの国の往復)もあれば、
多国路線(複数の国を経由)もあります。
3．国内旅行：台湾国内旅行と離島フライトのみ経営する業務。
4．発券業務：チケットセンターであり、B TO BとB TO Cがメイン。
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ここ10年は電子商取引の普及によって消費者の旅行スタイルと買い物習慣が大幅な変動があり
ました。また、格安航空(LCC)の拡大と越境ECの成長により、観光産業の競争が益々激しくなりま
した。このような現状はきっと台湾のみならず、世界中の各地域にも同じ問題に直面していると思
います。

各データによりますと、台湾の訪日旅行者のFITの割合は年々増加しております。今年は60%を超

えました。また、東京、大阪、名古屋、福岡などの大都市だけ見るとその割合がさらに多くなってい
ます。一方、交通手段や旅行情報があまり出回っていないあるいは情報更新が比較的に遅い地域、
例えば北海道、東北地域、北陸地方などはまだ団体旅行がメインとなっております。

今台湾の旅行業者は日本のホテル、バス会社、レストランと直接やりとりしているため、今後日本
の地域情報の更新速度を向上させ、さらにお得な料金設定ができたら、地域への送客はさらに拡
大するでしょう。

また、今後より多くの日本人観光客が台湾に来ることを願っております。これからも台湾と日本が
共に努力し、Win-Winの関係を築いで、台日交流が一層盛んになりますと共に、ご出席の皆様のま
すますのご繁栄とご活躍を祈念いたします。

最後になりましたが、当旅行商業同業公會が主催いたします第5回台湾国際旅游展（TITE）との同

時開催を実現して下さいました一般社団法人国際観光文化推進機構の安藤理事長に感謝申し上
げると共に、本日からスタートした第3回Touch	The	Japanの大成功を期待いたしております。

ご静聴ありがとうございました。
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ご来場の皆様方、こんにちは。今日はこの場をお借りして、私が航空業界で20年以上働いた経
験を皆様にシェアしたく存じます。

まずチャイナエアラインについてですが、弊社は台湾で日本運航便数と訪日観光客送客数が最
も多い航空会社です。現在毎月平均20万人以上の台湾人を日本に送客しており、つまり先ほど
台北旅行商業同業公會の吳理事長がおっしゃった台湾人訪日観光客数の約40%がチャイナエ
アライン経由で日本へ渡航していることとなります。

チャイナエアラインは日本への就航地が多く、JALやANAすら就航していない地方都市にも就航し
ております。チャイナエアラインは子会社のタイガーエアラインを含めて、毎週約245便を日本へ
運行しており、就航地も19都市にまで広げました。東京は羽田、成田；関西地方は大阪と岡山；

北海道は千歳と函館；東海地方は名古屋、静岡、富山；中国地方は広島；四国地方は高松；九
州地方は7県のうち、長崎と佐賀県以外の5県に就航しています；沖縄は沖縄空港と石垣空港；
また、東北地方はタイガーエアラインが仙台に就航しております。

講演の始まる前に第3回Touch	The	Japanの主催者である一般社団法人国際観光文化推進機構
の安藤理事長とお話しをしましたが、2017年、チャイナエアラインでの台湾人訪日旅行者構成に
大きな変化がありました。実はここ20年間、団体旅行者の割合は個人旅行者（FIT）に比べてはる
かに多かったのですが、2017年の上半期にて、FIT旅行者数は初めて団体旅行者数を上回り、し
かも団体対FITの割合はすでに55:45まで来ております。

さらに、5つの日本の大都市への個別データを見ますと、その割合がさらに高くなっています。東
京への台湾人旅行者の80%がFITであり、2位は沖縄の60%；3位は大阪、55%；4位は福岡40%；
5位は北海道の35%、となっています。このデータをここで日本の皆様方に共有し、今後台湾人旅
行者を迎える際に何か参考になれたらと思います。従いまして、Touch	The	JapanのようなB	TO	C
を対象とした大規模な日本観光展の役割は台湾ではますます大きくなります。

次に皆様に台湾から日本への観光課題についてお話ししたいと思います。

先ず、台湾人にとって四季の差が激しい日本の地方への訪日シーズンは限らているのが現状で
す。

次に、日本の国内旅行シーズンである春分の日、秋分の日、ゴールデンウィーク、お正月、お
盆休みなどの連休シーズンが台湾からの観光客にとって日本に行きにくい時期になっているとこ
ろです。

最後に、先ほど話した5つの大都市以外の地方都市へ行く台湾人の年齢層が比較的高いこと
です。ここで沖縄の事例を皆様にお話ししたいと思います。実は10年〜20年前の沖縄は台湾の
高齢者が一番行かれている観光地でした。なぜなら、若者たちは全く沖縄に関心がありません
でした。しかし20年のイメージチェンジ戦略と若者誘客推進の成果により、沖縄は台湾の若者が
１番好きな日本の観光地として生まれ変わりました。私は日本の県庁や地域の広域観光推進機
構の皆様と＜なぜ沖縄はできたのに、他の地方都市はそれができなかったのだろうか？＞とよく
話していました。
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つきまして、僭越ながら皆様に、特に地方都市の皆様に、いくつ改善点を以下提案させていただ
きたく存じます。

宿泊施設に関して、例えば沖縄は民宿がたくさんあるので、たとえ日本国内の
旅行シーズンでも台湾人観光客の宿泊先を確保することができます。

交通手段に関して、沖縄のレンターカーサービスはとても盛んで、便利です。
台湾の若者でも簡単に車を借りたり、自由に移動したりすることができます。

最後に、シンプルでわかりやすいショッピング環境です。沖縄のショッピングモ
ールではほとんど繁体字翻訳と中国語の話せるスタッフが配置されており、値札もわかりやすい
ため、台湾からの若者でも気軽に買い物ができます。

日本各地方都市の観光産業界の皆様がもっと若者誘客に力に入れてくだされば、我々も運行便
を増やし、さらに多くの台湾人を日本に送ることができます。

最後になりましたが、台湾と日本双方向の観光交流についてお話したく存じます。
チャイナエアラインは日本の多くの地方都市へ就航していますが、実はその中のいくつ路線の運
営が経営的にかなり厳しい状況になっております。理由は就航している地方都市からの日本人
訪台客が少なく、ほとんど台湾人旅行者だけが当社の便を利用している状況だからです。チャイ
ナエアラインとしては今後さらに日本の就航地を増やしたいところですが、日本人訪台旅行者が
少ないという課題を乗り越えなければなりません。

先ほど、安藤理事長から台日観光交流者数を年間1,000万人突破させるにはどうすべきか？ と
いうご質問がありました。台湾と日本の皆様と共に今直面している課題を速やかに解決し、運行
本数を増やせたら、1,000万人の目標もじきに達成できると考えます。

長時間にわたり、最後までご清聴いただき、ありがとうございました。ご出席の皆様のますます
のご繁栄と、第3回Touch The Japanの大成功をお祈りいたします。

本日はありがとうございました。
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皆様、第3回Touch	The	Japan商談会＆交流会の講演会へのご出席ありがとうございます。

東北大震災から３周年を迎えた２０１５年に、台湾の国花である梅の花と日本の桜の花の
合体をデザインしたマークの下、台北市花博公園「総艶館」にて＜ありがとう、台湾。あなた
の触れたい日本がきっと見つかる。＞をテーマに、台湾で初めての単独日本観光文化展第
1回Touch	The	Japanを開催させて頂いてから早いもので3年が経ちました。

第1回の来場者数は4万人強、第2回は会場を台北世界貿易センター1号館に移して、中
華民国旅行品質保証協会の主催である第1回台湾夏季旅展（TSTE）と同時開催をし、来場
者数は２５万人となりました。第3回は台北旅行商業同業公會主催の第5回台湾国際旅游
展（TITE）との同時開催となり、より大規模な日本単独観光文化展と成長いたしました。

これも来場者そしてメディアを通して見て頂いた台湾の皆様からのTouch	The	Japan観光

文化展のコンセプト、テーマ、コンテンツ、出展者への高い評価と支持の賜物であると思い
ます。（注：2017年第3回Touch	The	Japanへの来場者は4日間で２５６，６７３人と昨年を約5
千人も上回る大盛況でした。）

さて今年の講演会は＜台日観光交流1千万人時代は来るか？＞のテーマで、ご多忙の

中、台北旅行商業同業公會呉理事長、チャイナエアラインの客運管業部姜副理、そして一
般社団法人日本インバウンド連合会の中村理事長にご講演を頂きました。特に呉理事等、
姜副理のデータをベースにしたお話は刮目の価値があり、台湾の観光産業界の皆様が如
何に明確な市場分析により対日観光戦略を構築推進されているかが良くわかりました。又、
中村理事長のお話は、日本観光産業界と日本人の意識改革に多くの示唆を与えて頂きま
した。

人口２，４００百万人の台湾で、10人の中３人が訪日観光客であり、日本の地方の受け入

れ体制さえ整えば、さらなる拡大の可能性を秘めていると言う呉理事長と姜副理のお話に
は勇気を頂きました。同時に、世界の観光立国は台湾も含めてアウトバウンドとインバウン
ドのバランスが取れており、極端にアウトバンドの数字が少ないのは日本だけである、真の
観光立国による諸外国との民間交流の為にはアウトバウンドの拡大が重要であるとの中村
理事長のお話には共感するところが多々ございました。

さて、ここで皆様に日本の＜国家的危機＞とも言える状況を明確に伝えるデータをご紹介
します。日本政府より全国の都道府県別のパスポート所有数と所有率そして全国平均値が
発表されています。
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そのデータによりますと、

■イギリスでは７０％、カナダでは６０％であるパスポートの所有率は、日本は僅か２０％台、
つまり日本人の８０％近くが海外を知らない、そして国家的危機と私が考えますデータは、
■日本人の２０代のパスポート所有率は日本人全体の２０％台で、最近の取得率が何と
５％台に降下していると言う事です。つまり若者達がますます海外に行くことに消極的に
なっていると言う驚愕の事実です。■４７都道府県のパスポート所有率ランキングを見ます
と、東北・九州エリアのパスポート所有率が低く青森県と宮崎県が最下位を争っています。

この事実から言えますことは、

（1）日本の人口の約２０％つまり約、２，５００万人しかパスポートを所有していない、

つまりこの状況のままであると、アウトバウンドの潜在市場は最大２、５００万人であり、この
ままで行くと日本政府インバウンド目標である２，０２０年４，０００万人、２，０３０年６，０００
万人とさらに大きな乖離が生じてしまいます。諸外国と比べ、正常な観光立国の姿が見え
て来ない、、、と言う「いま、そこにある観光立国としての危機」が見えて来ます。観光立国と
言われる欧米やアジア諸国ではインバウンドとアウトバウンドの数字が大きく乖離している
ところはないと言っても過言ではありません。

（2）パスポート所持率が全国平均で２０％台という事はランキングで下

位を争う地方においてはパスポート所持率は２０％以下という事になります。つまり。地方
の皆さんの大多数は海外を知らない、行ったことがない、と言う現実です。そのような日本
人が２，０２０年、２，０３０年に多くの訪日観光客を受け入れる人材として地域を支えること
が出来るのか、呉理事長や姜副理の言われる地方都市の受け入れ体制の整備は出来る
のか、、、、と言う「いま、そこにある地方の危機」が見えて来ます。

ご出席の地方行政の皆様、ご出展者の皆様、ここ台北に於いて道行く人々にパスポート
をお持ちですか？と質問すると誰でも怪訝な顔で「？？？なんでそんな質問するの、持って
るに決まってます。」と言う答えが返ってきます。又、パスポートを持てば誰でも「1年に1回
位は海外旅行に行こうか、、」と言うモチベーションが生まれます。

ご講演を頂いた一般社団法人日本インバウンド連合会の中村理事長と連携をして当社団
法人でも、パスポート所有拡大の為の啓蒙活動を呉理事長や姜副理のご協力もお願いし
て日本全国で実施する所存であります。

どうぞ、皆様におかれましても、地域でのパスポート所有拡大の為の啓蒙活動をお願い
申し上げる次第でございます。

最後になりましたが、ご出席の皆様そしてご講演を頂きました台北旅行商業同業公會呉
理事、中華航空姜副理、一般社団法人日本インバウンド連合会中村理事長に厚く御礼申し
上げます。この後午後7時より、向かいの大会議室にて台湾の観光産業界のマネジメントの
皆様のご参加による第3回Touch	The	Japan交流会パーティを開催いたします。ご出席の程
お待ち申し上げます。


